
第２回学校改善プロジェクト会議議事録

標記の件につきまして話し合われた内容を整理しましたのでお知らせいたします。

日 時：令和３年１２月３日（金） １７：３０～１８：３０

会 場：杉並小学校 第２図書室

参加者：ＰＴＡ会長 副会長 有志の保護者 校長 教頭 教務主任

１ 目 的 今求められている教育の実現に向けて､学校と保護者・地域が一体となっ

て､ 学校の業務改善を図る。

２ 内 容 （１）学校独自で削減・縮小できる学校の業務，行事の検討

（２）保護者や地域との連携・協力のもと，削減・縮小できる業務，行事の検討

（３）児童の健全育成を主とした情報・行動連携

３ 議事

（１）第１回検討会議の報告

１）交通安全指導について ※第１回検討案件

民間交通指導員の増員については、石岡市役所の担当管轄に問い合わせ・確認したとこ

ろ、年度途中であること及び予算面から本年度中の増員はできないとの返答ありました。

また、同様の案件が市内の他の学校からも要望されていることを踏まえ、次年度に増員で

きるように検討していきたいとのことです。

２）朝の登校時刻について ※第１回検討案件

７時３０分前後に保護者送迎による早めの児童の登校が見られています。児童用の昇降

口の開錠については、職員の出勤時刻や児童の安全管理面を考えると７時４０分頃に解錠

したいとしたいと考えています。（児童の登校時刻 ７時５０分～）

３）放課後の消毒ボランティアについて ※第１回検討案件

９月にまちコミメールで募集を募ったところ、１名の方だけの申し込みでした。再度、

まちコミメールで募集しましたが、新規の申し込み者の募集にまで至っていない現状でし

た。現在、コロナウイルスの感染が落ち着いていますが、今後の感染状況が不透明である

ことを考えた場合、ボランティアの方々を募っていく必要があります。

Ｗｅｂ上で参加者数がわかる仕組みがあると申し込みやすいのでは？とのご意見をいた

だいたので今後検討いたします。

※その後、児童委員さんとの懇談があり、消毒ボランティアについて会議にて話題に出

していただけることになりました。

（２）今後の検討課題

１）音楽集会 ハーモニー集会について



３学期の年度末ＰＴＡにおいて学年懇談の前半を活用して、児童発表を考えています。

今後のコロナウイルスの感染状況により発表の制限や中止等の制約もあり得ます。

２）文集「杉の子」の編集について

授業時数確保の観点から中止扱いとします。

９月のオンライン授業については、授業時数としてのカウントはできない扱いですので、

約１００時間程度の確保が必要となります。そのために、行事の縮減等で授業時数の確保

をしてきましたが、「すぎの子」の作成にかける時間が見込めません。昨年までは、１１

月から１月の時期に学級担任が国語の授業時間等を活用し、代表作品の原稿作成に取り組

んできました。他の授業の時数確保の観点から本年度の作成は困難と判断いたしました。

次年度以降の作成については、様々な状況を勘案して決定します。

３）ＰＴＡ学年懇談会の持ち方について

全学年、同一時間帯での実施形式が望ましいと考えていますが、コロナ禍での実施を考

えた場合、現在のやり方等での実施がやむを得ないのでないかと思います。

他の方法で選択できる方法があれば、検討していきたいと考えています。

４）クラブ活動について（回数 ゲストティチャー＆地域ボランティア等の活用）

月１回（年間８回程度） １回４５分間の活動を教員が担当しています。学校によって

は、学期に１回ゲストティチャーが来校して児童の指導にあたってくれたり、地域ボラン

ティアの方々が活動時に来校していただいたりする学校もあります。

市主催で実施している出前講座の講師の方々や社会福祉協議会のボランティア協会に登

録している方々への働き方を進めることにより、地域ボランティアの人材活用を考えてい

きます。

５）学期末事務処理期間について

第２学期については、１２月７日（火）から１０日（金）までの４日間を短縮日課で対

応します。（下校時刻 ◆５校時日課 １３：４０ ◆６校時日課の場合 １４：２０）

第３学期についても同様に対応する予定です。

６）学校行事の見直し

次年度に向けての教育活動検討部会を立ち上げ、１２月後半から２月中旬頃にかけて担

当職員で行事の見直しを図る予定です。コロナ禍での行事の精選、本年度の各行事の反省

を軸に検討判断していきます。また、保護者アンケートの結果等も反映させていただきな

がら、令和４年度版年間行事予定を年度末までに作成してまいります。

７）その他

① ５時間授業日の設定について

・第３学期より毎週水曜日で実施していきたい。

② ＰＴＡ活動の事業等の見直しについて

・活動のスリム化に向けて

（例）広報委員会

広報誌の発行回数 現在原則、年間３回発行 → ２回発行へ

③ その他（ ）


